
①地域にとっての持続可能な観光とは

③どのように課題に取り組むか（事例紹介等）

②①に向けた取り組みに必要なこと（事例紹介等）
○ 環境マネジメント… 環境を保護するためのルール作りに向けた地域の取り組み
○ マーケティング…ターゲットとするインバウンド客を誘客するためのプロモー
 ション方法（SNSで発信するコンテンツ等）

○ 商品・サービス開発に向けたアイデア出し等

沖縄県委託事業

15日（月）13:00-17:00 | セミナー 

2018年1月15日(月)･16日(火)
名護市産業支援センター

16日（火）9:30-15:30 | 個別研修 （100分×３社）
○ 個別研修を希望する3 社（グループ）
○ 事業者が抱える課題に対する個別コンサルティングを実施します。 
 　  相談内容 ( 例 )：外国人観光客の受入環境整備・対応方法等 

参加無料
 ※詳しくは裏面をご確認ください  
定員30名：要事前申込

sustainable tourism

沖縄県、（一財）沖縄観光コンベンションビューロー、
（公財）沖縄県産業振興公社

主
催

名護市大中１丁目１９－２４

森田豪之 氏
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講  師

観光地に住む住民と

観光客による共存共栄の

観光を目指す。



やんばるが国立公園に指定され、今後も観光客のさらなる増加が見込まれる中、観光

資源や住民生活を大切に保持しながら、「持続可能な観光」を目指して、観光開発のための

マネジメントスキルを習得しましょう。

「持続可能な観光」に向けた観光マネジメント研修
観 光 地 に 住 む 住 民 と 観 光 客 に よ る 共 存 共 栄 の 観 光 を 目 指 す

受講申込書  FAX: 098-859-6222

備考・その他
お問い合わせ

受講の動機

業　　　種

住　　　所

貴 社 名

氏　名

部　署

役　職

メール
アドレス

製造業 建設業 卸売業 宿泊業 観光施設

小売業 サービス業 情報通信産業 その他（　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　　　　-

TEL（　　　   　-　　　   　-　 　　  　）　FAX（　　  　 　-　　   　　-　　   　　）

参
加
者
①

氏　名

部　署

役　職

メール
アドレス

参
加
者
②

個 別 研 修 希望する 希望しない

参加無料
定員30名：要事前申込

（公財）沖縄県産業振興公社
海外・ビジネス支援課
TEL：098-859-6238

（一財）沖縄観光コンベンションビューロー
海外プロモーション課
TEL：098-859-6127

お問い合わせ
International Travel College of
New Zealand 講師

講師紹介 森田 豪之氏

沖縄県出身。横浜国立大学国際経営学卒、オークランド工科
大学国際観光マネジメント修士課程修了。
大学卒業後、株式会社プリンスホテルや株式会社すかいらー
くにて勤務しサービスマネジメントにて約 3 年間携わる。
2004 年にワーキングホリデーでＮＺに渡航後、その魅力にと
りつかれ、移住。現地では留学エージェントで留学生支援や
バックパッカーズホテルにおいて計 25 か国から来たスタッフ
をマネジメントしながら、旅行代理店業務にも携わる。

現在は、2015年よりInternational Travel College of New Zealand
において「観光学」の教鞭をとる傍ら、大学のマーケティング
も担当している。
また、New Zealand Tourism of Research Institute にて遺産
観光にかかる消費行動研究の共同研究プロジェクトにも携わ
っており、活躍の場を広げている。専門は、「観光マーケティ
ング」、「人材育成マネジメント」、「異文化コミュニケーション
」「持続可能な観光開発に向けての各種マネジメント」。
複数の大学においてゲストスピーカーとして遺産観光やマーケ
ティングに関して講演を行う他、ニュージーランド現地の日本
企業において、異文化コミュニケーションのセミナーを行う
など、活動は多岐にわたる。
プライベートでは、少林寺拳法の指導をしながら、世界各国の
拳士と交流している。在ＮＺ13年。

2018年１月9日（火）申込締切日


